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					トラックを高値で売却したい！高額査定を出すポイント・買取の流れなどを解説
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					こちらのサイトは、業務で使用していたトラックを処分するときの選択肢、買取を使って売却する場合の高額査定を出すポイントや流れについて分かりやすく解説しています。
解説内容の中には売却価格は業者により異なるので見積もりを取り寄せることが重要であること、古い年式のものは売れないイメージがあるけれどもコツを知ることで値段を付けて貰える可能性があるなど幅広くい触れているので、現在売却を検討されている人など必見です。
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					トラックを高値で売却したい！高額査定を出すポイント・買取の流れなどを解説

					トラックを処分する方法の中でも買取は、現金化ができるメリットがあるやり方として人気を集めています。
ただ、買取業者が多数あるので近隣にある会社に依頼すなどではなく、優良業者を見つけていくつかの会社に相見積もりを頼む、これにより高値でトラックを処分することができるようになります。
このときの、高額査定を出すためのポイント（優良業者を見つけ出す際のコツなど）や買取の流れなどを解説しているので参考にされることをおすすめします。


					

					不要になったトラックの処分は買取と廃車のどちらがお得か？

					嘘会社等はたくさんのトラックを所有しており、これがあって初めて商売をすることができます。
このトラックに関しては、必要な時がほとんどですが入らなくなるような時もあるかもしれません。
例えば営業ルートが縮小した場合などが考えられます。
そのまま維持し続けることもできるかもしれませんが、はっきり言えばそのようなやり方は妥当でないでしょう。
いつか使うかと考え維持し続けていても、結局自動車に関しては維持費用が結構かかります。
例えば車検を受けなければいけませんし、毎年自動車税を支払うと言う問題もあります。
1年間で100,000円以上のお金がかかるため、はっきり言えばいらないものは処分するか売却した方が良いかもしれないです。

買取ショップなどもありますが、ショップに持っていくケースもあるでしょう。
一方で、廃車にしてしまうこともありま
すがどちらが良いかと言えば結局は、そのトラックの状態や今すぐお金が必要かどうかといったものといえます。
今すぐ必要ならば、買取を選択してみると良いかもしれません。
コストがかかりにくくなります。


					

					トラックを買取に出すとの下取りに出すのではどのような違いがあるか

					運送業を営んでいる方は、所有するトラックが古くなったことで買い替えをするタイミングが来てしまいます。
この場合、トラックをディーラーに下取りに出す方法と買取り専門会社に売却をする方法に分けることができますが、この選択肢には大きな違いがあります。
まずはディーラーの場合は新車販売を本来の業務としているので、下取りの価格は低くなることが一般的です。
たとえ自社で中古車販売部門を持っていたとしても査定額は低めになることが多く、売れるかどうかを判断できないことも安くなる理由にあります。
一方で買取り専門会社の場合、中古車市場に精通していて勿論、トラックに関しても専門的な知識と販売するルートを持つことにより、高値で売却をすることを可能にしています。
通常では価値が付かないようなコンディションであっても、海外に販路を持つ会社は多数あるので、国内市場だけをターゲットにしていないこともディーラーとは大きな違いがあるのではないでしょうか。


					

					不要なトラックを買取へ出すメリットはお金が手に入ること

					必要もないトラックを持っている人もいるかもしれません。
通常個人でトラックを所有している人が少なく、会社単位で所有しているケースがあります。
必要のないトラックがある場合には買取会社に持っていってもらいましょう。
現実的には、スタッフの方が取りに来てくれます。
順番的に言えば、スタッフがまず査定金額を示してくれるでしょう。
査定を行い、それでお客さんの方が納得すればそこで契約が成立する形になります。
お客さんの方が納得しなければ、そもそも契約が成立しないと考えて良いかもしれません。

なぜこのように、買い取ってもらうかと言えば単に現金化したいからです。
もともと価値のあるものならば、それなりの金額になりますので、積極的に査定をしてみましょう。
この時にはいくつかの会社にお願いすると便利になります。
少なくとも相場と言うものは素人にはなかなか分かりませんが、いくつかの会社に依頼することで、おおよその価値と言うものがわかるはずです。


					

					トラックを高額で買取してもらうコツ

					年式が古く走行距離も増えたトラックを買取り会社に査定を依頼し、できるだけ高額で買取ってもらうにはコツというものは存在します。
まずは段前提として1社に厳選をして売却を進めるのではなく、必ず複数の会社からの見積額を出してもらい、比較をしっかりと行うことは必須になります。
ネット上で無料で使える一括査定サイトであれば最高値で売れる可能性は高まり、1度の入力で済ませられる便利さもあります。
トラックの場合はネット上で比較をした際に出される額面は基本となる額面になることから実際には現車を確認した場合、マイナスになる可能性は出てしまいます。
この場面で役立つコツは徹底的に洗車を行うことは当然のことですが、キャビン内の掃除、洗浄剤を使った拭き掃除、最後に消臭剤を使う方法で汚れも臭いの問題をクリアできます。
印象は大きく影響をするものなので、洗車は欠かせない行動になりますが、他のコツをあげると塗装されているボディに対してはコンパウンドで磨く方法、シャシー部分に錆が目立っていれば錆の上から塗装できる塗料を使う方法も効果的なコツです。






					トラックの買取業者を探すコツとは？

					不要になったトラックは、中古車の買取業者へ持ち込めばすぐに現金化することができます。時間が経つとトラックの価値が下がって査定額も下がっていきますので、できるだけ早い時期に売却してしまうことをお勧めします。その際に悩んでしまうのが、売却先となる業者選びです。中古のトラックを買取している業者は全国各地にあります。しかも、サービス内容が大きく異なりますので、優良な業者を選びたいところです。
まずは、インターネットで情報を検索してみるとよいでしょう。売りに出したいエリアを指定すると、検索の精度が上がります。店舗まで来店する時間が取れないのであれば、出張査定を行っている業者がないか検索してみてください。インターネット上には、無料で利用できる査定サイトもたくさんあります。そのようなサイトを使って、業者を探すのも1つの方法です。気になった業者が見つかったら、都合の良い方法でコンタクトを取って相談してみてください。




					お手軽にトラックを売りたいなら出張買取が便利！

					トラックの場合、買い換えなどによって古い車両を買取りに出すには、インターネットから実店舗で持ち込みをして査定を受ける方法ではなく、出張買取に対応している会社の方がお手軽に売却することができます。当然ですが普通自動車とは異なり車体が大きい特徴があるので、自ら複数の店舗に出向いて査定を受けることには時間がかかり過ぎることや、車体が大きいことで移動させることに苦労をすることも想定できるのではないでしょうか。何社も回って査定を行うということ自体は不可能ではありませんが、敢えて苦労するのではなくネット上から出張査定に対応する会社をピックアップすることでトラックを簡単に売ることに成功できます。出張査定を行っている会社の中には、全国対応を行っている会社もあり、所有者側は約束期日に指定場所に到着する査定士を待つだけになることから燃料代も掛からずに済ませることができます。多くの会社で出張費を無料としているものなので、便利さだけではなくお得感も得られる方法です。




					おすすめはトラックの買取を専門としている業者

					トラックを売却したいなら、売却先はトラックの買取を専門にしている業者を利用するのがお勧めです。車全般を取り扱っている所でも売ることはできますが、専門的な知識や実績があるところの方が安心して依頼ができます。専門的な知識や実績がある業者の方が、トラックに関してはとかくメリットが大きくなりますので使わなくなった車両がある方は問い合わせてみてはいかがでしょうか。

買取り業者は、電話一本で見積もりに来てくれますし即日来てくれる業者も多いです。ネットから見積もりを取ることもできますし、メールで問い合わせもできます。トラックは日本国内のみならず、世界中で需要がありますので古かったり傷や汚れが少しあっても高値になる確率も高いです。

使っていない車両やこれから使わなくなる車がある方は、専門業者に問い合わせがお勧めです。一般的な中古車店でも扱ってはいますが、知識や経験が豊富な方が何かと相談しやすいですし信頼性が高くなります。




					トラックを高値で買取りしてもらいやすい時期

					トラックは、高値で売れやすい時期があります。せっかく愛車を手放すのであれば、良い値段で売れるタイミングを狙った方がよいでしょう。では、一体いつ頃が良い値段で売れるのでしょうか。一般的には、春頃が高値が付く時期だといわれています。なぜ、この時期には高額査定が出るのかというと、中古トラックの需要が高まるからです。春の時期は引っ越しシーズンとも重なるため、数多くのトラックが必要となります。そのため、中古車業者としても、できるだけ多く台数を確保しておきたいという狙いがあるのです。
高値でトラックを買取してもらいたいのであれば、この春の時期に合わせて査定を受けてみることをおすすめします。とはいえ、春頃に査定に出せば必ず高値が付くとは限りません。買取額は車両の状態や年式や走行距離などによっても、大きく変動するからです。古い車両は査定額が下がりなりますので、売るタイミングを遅らせないように注意が必要です。




					トラックを買取してもらう際に必要な書類

					トラックを買取してもらう場合には、自動車検査証を初めとし、印鑑証明書・委任状・譲渡証明書・納税証明書・自賠責保険証明書・リサイクル券（受託済みの場合）が必要になります。特に車検証は、非常に重要な書類になります。売ろうとするトラックが自動車保安基準に適合していることを証明する書類なので、これがないと査定も買取もできません。日常的に使うものではないので、「あれ。どこにしまっておいたっけ」という人も多いのではないかと思います。一番ありそうな場所として考えられるのが、ダッシュボードの中です。もししまった場所を覚えていないのなら、まずはダッシュボードの中を確認してみてくださいね。どうしても見つけることができない場合、つまり紛失したときは、運輸支局に依頼して再発行してもらわなければなりません。また、ナンバーがないようなトラックには車検証がないので、代わりのものとして登録識別情報等通知書が必要になります。





トラックの買取りでデコトラの場合でも専門店は実在しています

トラックの買取りを利用するには、本来であれば新車時に近いノーマルの状態に戻してから査定を受けることが一連の流れになります。
 アフターパーツを付けていた場合でも、全てを綺麗に取りはずして洗車から消臭作業を行うことで高価買取りを実現できることも一般的です。
 ところが所有していたトラックをドレスアップでデコトラに仕上げていた方の場合、沢山の電装品が外装部に装着されていることからノーマルの状態に戻すことができずに高額査定を諦めてしまっている方も少なくはありません。
 この場合はインターネットからデコトラを対象に高額査定を行っている専門会社を探す方法があり、ノーマルに戻した状態よりも高く売れる可能性は十分にあります。
 実際に電装品を充実させるには100万円前後に資金を投入している方も多く、専門店であれば中古トラックでも購入を希望するユーザーは一定数存在しているので、何も手を加えることなくそのままのコンディションで高額査定を受けることも夢ではありません。
 





改造された個性のあるトラックの買取と海外での人気

トラックを買い替える時に、ディーラーで下取りする選択肢もありますが、下取りよりも専門店の買取の方が条件が良いことが多いです。
ディーラーの下取りが安い結果となった場合、海外に販路を持っていないことが理由として挙げられます。
下取りは簡単に手放すことができるメリットがありますが、購入資金を増やせるように買取をおすすめします。アメリカでは、新車登録をしてから25年以上経過していない自動車はアメリカ国内に輸入できない25年ルールがあります。
そのため、古い中古車も海外では取引がされており、海外での軽トラ人気をうまく活用して売却することが大切です。
トラックは簡単な改造であれば、査定額に問題はなく、個性のあるトラックは海外でも人気です。
複数のお店に査定の依頼をすることで、海外取引ができる企業の査定額が分かり、相場も把握します。
複数社の査定額を比較するメリットは大きく、安値で仕入れようとするお店を見抜けるため、信頼できるお店を選択できます。






買取業者に引き取られたトラックは発展途上国に輸出されることがある

買取業者が顧客からお金を支払って引き取ったトラックのその後は、車両の状態に応じて決まります。
自走可能で状態が良いトラックだと、発展途上国へ輸出される場合があります。これは言い換えれば、途上国の事業者に購入されて業務で使われている可能性があるということでもあります。

世界の自動車産業界の勢力図は時間の経過とともにどんどん変化していますが、そのような中にあって日本製トラックの人気は比較的高いです。
とりわけ発展途上国では。丈夫で長く走ることができる点などが評価されていて、多くの業者が買い求めてきます。
途上国の道路は、日本などの先進国のものと比較するときちんと整備されておらず、都市部の中にあっても未舗装の砂利道も少なくありません。そのような道が多い国で乗りこなす車両には頑丈さが求められ、日本製の車両はよく取引の対象となっています。

海外への輸出も行っている買取業者は、車の状態によっては輸出することも加味して査定価格を算定し、依頼者に提示しています。






トラック買取は事故履歴がある車も高く売れる可能性がある

トラック買取で事故履歴とは、過去に事故のトラブルを起こしたトラックのことを言います。
事故の大きさに関わらず、警察を通して事故処理をしたときには事故歴がつきます。
このようなトラブルがあった車は、安全性や性能に問題があることも少なくないため、査定額が低くなることもあります。
事故履歴をトラックを査定に出すとき、少しでも高く売りたいと考えるでしょう。実は事故を起こしてしまった車でも、高く売る方法はあります。まずは、複数のお店へ見積もりに出すことです。
そして、査定結果を比較することが大事です。業者によって査定基準や評価額に差があるため、最も高い金額を提示してくれるお店を見つけて取引きをすることができます。
次に、中古トラック専門のお店を利用することや、自社修理工場を持っているお店に依頼するようにします。
専門のお店では、車の資産価値を正しく評価してくれるため、不具合のある車でも高く売れることも多いです。
また、海外市場などの多くの販路を持っている可能性もあるので高く売れます。自社修理工場を持つ買取店は、自社で修理して再販することができます。
コストをかけずに再販できるため、事故を起こした久津間でも積極的に取引きしてくれるケースが多いです。






トラック買取の査定サイトを利用すれば一括で相場を確認できる

トラック買取を効率的に進めるためには、自社が抱えている車両を出来る限り高額で取引をしてくれるところが好ましいです。
しかし、一度にそういった店舗に赴くことは現実的に得策ではありません。時間が必要になりますし、余計なコストが生じるリスクもあるからです。
こういった、無駄な行動をせずに一括して相場を確認できるサービスとして、トラックでは査定サイトというモノが存在します。
これは、それぞれの店舗が提供している機械的な基準を判断できるもので、一括でその状況を判断できます。
車両に関する必要な情報を打ち込んでから査定を進めていくと、どの店舗が最も高額で取引をしているのかがわかります。
魅力的なのが、そこから最も高額な店舗とやり取りを進めていくことができる点です。
わざわざその店舗に行かなくても、すべてネット上で確認をしてスムーズに交渉も可能です。
連絡先を教えておけばアポを取ってくれるところもありますので、非常に便利なサービスです。
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							著者：谷川強

							筆者プロフィール

							香川県高松市生まれ。
トラックを高値で買取してもらいました。
ここではトラックの買取に関する情報を発信しています。

中古トラック
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					トラックに関する情報サイト

					不要になったトラックを高値で買取してもらうには

				

				
					こちらのサイトは、業務で使用していたトラックを処分するときの選択肢、買取を使って売却する場合の高額査定を出すポイントや流れについて分かりやすく解説しています。解説内容の中には売却価格は業者により異なるので見積もりを取り寄せることが重要であること、古い年式のものは売れないイメージがあるけれどもコツを知ることで値段を付けて貰える可能性があるなど幅広くい触れているので、現在売却を検討されている人など必見です。
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	お手軽にトラックを売りたいなら出張買取が便利！
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	おすすめはトラックの買取を専門としている業者
2022.11.01
	トラックを高値で買取りしてもらいやすい時期
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	トラックを買取に出すとの下取りに出すのではどのような違いがあるか
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	トラックを高額で買取してもらうコツ
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